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はじめに
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'

私は1969年8月日本山岳会工ベレス ト第2次偵察隊
の一員と してネパールにわたり翌1970年7月未までク
ンフ'
ヒマールに滞在する機会をもっ九。しかしこの間

いろんな事情もあって,実際の山中の滞在期問は10力
月に満たなかっ九0 こうぃう実情ではあってもクン
という1つの地域のいろんな高度での自然の推移榔
じっくり観察する体験を得たということは貴重だと貝
うので,ネパールヒマラヤ高所での自然一ーとくに気
候一一四季の移り変りにっいてあま り知られてぃな
い冬期とモンスーン期を巾心にして述ベてみょうと思
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2 モンスーンあけから秋
東部ヒ マラヤのモンスーンは大体9月下旬から10月
初旬にかけて終る0 インドの南西モンスーンはベン
ガル湾に面した東部からはじまり,西の方ヘ行くほど
開々口が遅れ,逆にモンスーン明けは西からはじまて
東ヘ伝わるというのはよく知られてぃるがこれがネ
パールヒマラヤでどぅなるかという事にっいてはまだ
はっきりしたことはわからない。何分にも地形の複雑
な山地であるため,ネパール国内の雨量観測所でのぎil
録をみても,必ずしもインドでみられるようなスム_
ズな推移はないという報告もなされてぃる モンスー

ン明けといっても,日本の梅雨のあけと一緒で天気
状況だけから明確にモンスーンあけを指摘することは
むっかしいが,徐々に降水が少くなり,やがては1伴天
がつづく ようになって完全な秋になる。というのがー
般的な傾向のようである。

こうして北からジエット気流が南下してきてその軸
がヒマラヤ山脈に達するまでの期間を秋と いうなら
ば,それは非常に短いと言わねぱならない,エベレスト
山群では通常Ⅱ月中旬には極端な低温と強風のため
80oo m 以上ではほとんど行動できなくなるからであ
る0 この頃山鼈から工ベレスト,マカルーのような高
峰をみると,山頂から雲が湧いて吹き流されてぃる

井

弘

ようにみぇる。 これは強い気流が独立峰に当っ九結果
風下のメきな渦によってできた対流雲が吹き流されて
いると思われる0 ジエット気流が卓越した時の徴候で
あろう0 このように秋一一求ストモンスーン_ーは高
峰の登山にとっては短期決戦ではあるが山麓のトレ
ツキングには最良の季節である。天気がよくて空気が
澄みわたっているので眺めがよいだけでなく, 収穫期
でもあるため, 食糧の調達が容易であるのが大きな利
点である。とく に現地食主義で旅行を行う時は季節
によって手にはいるものが全然異ることを良く考える
必要がある。 たとえぱ牛乳などは厳冬の1~2月になる
とほとんど手にはいらなくなるし,同じ物を買っても
収穫期と種播期では値段も味も全然ちがうのは当然で
ある。 このように秋が非常に良いというのは一般的な
見方だが,私の一年近いヒマラヤ生活の中で実はこの
秋が一番印象がうすい。登山をしてぃたからとい・事
情はあるにせよ,春のような季節の変り目に対すろ新
鮮な感動の材料があまりないのである もっとも日本
の山行でも頂上からの眺望よりは深雪のラ ツセノレの方
が深い記憶と して残っているようなのが通常だから
モンスーン中の長雨,冬の寒さの方等により大きい印
象があるのは仕方がないかもしれない

上 治 郎

3冬

秋から冬ヘの移り変りは徐々に才fなわれろ 冬の天
候がどれくらい良いかということは,西の方からや
てくるいわゆる西方低気圧(westerlydisturbance)
の影響がどの程度あるかによる。クンプヒマ_ルの4
~50oomの高度では,降水を伴うことはあまりないし
厳冬季ではあってもせいぜい数殊程度のことが多い
しかしこの低気圧は上層の気圧の谷に伴ってやてく
るものなので山岳地帯などではある程度湿 つた空気を
送りこむため,雲や霧が出やすくなる。この気圧の
谷と峰の訪れの周期は晩秋から冬にかけて非常に規則
正しくなり,上空にジェット気流が吹きまくるよ・な
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厳冬には正確に3~4日の周期で好天,悪天がくりか

えされるようになる。

しかしこの低気圧の影響は西部ヒマラヤでは大きく

なるのは当然で,東部ヒマラヤで雪がほとんどない時

でも,中央部や西部ではナダレが出る危険があるほど

積雪があるようなこともある。クンブの冬はこのよう

に非常によい天気だが,午前中30卯m付近に発達した

雲海が午後遅くになって, 4~50oom付近に達し,日

没後2~3 時間で谷一面をつつんでしまうような現象

がほとんど毎日みられ九。霧は時には着氷を起し,テソ

トに一面にはりつき,懐中電燈の光がキラキラ映える

様はまことに美しい光景だ。この霧も夜半にはたいて

い完全に消滅する。

ヒマラヤの谷は深いので冬の日照時間が非常に短

い。私が2 力月間暮し九ペりジエ(4243m)ではわず

か6 時間ほどだっ九。アマダブラム(6856m)ピーク

から曙光がさしてきて,カルカに陽があふれるまでに

はたっぷり半時間はかかる。日射そのものは平地の佶

ぐらいの強さがあるため,たとえ気温がマイナス何度

かを示してぃても,陽が当るといっぺんに暖かく感じ

る。夜間に枯れナこ牧草の上にびっしりおりてい九霜も

みるみるなくなってしまつて湿り気さえも残さない0

厳冬では昼間でも気温はマイナス5゜ C位までしか上

らないのに,シャツー枚になってもそれほど寒くはな

い。このように強い日射で,しかも好天がつづけば冬

の間に雪がかなり消えてしまうかというとそうはいか

ない。よごれてぃない雪面は日射のエネルギーの7~

8割をはねかえしてしまうからである。しかし黒い岩

はかなりのエネルギーを吸収し温度が上る。秋に工ベ

レスト南壁につぃてぃ九雪はこの結果,冬の間にほと

んどなくなってしまうのではなかろう力、もともとこ

んな高所でしかも急斜面ではあまり雪がつかないとこ

ろへもってきて,強い日射の大部分を岩壁が吸収する

のだから,晴天がつづけば,加速度的に雪はなくなっ

てゆくだろう。冬のヒマラヤのもうーつの特徴は低温

と強風である。冬のクンブの40oom付近の気温は,日

本でぃう1~2月ごろの上高地のそれとほま同じ位で

ある。それゆえ気温減率を考えると, 60oomまで登る

と富士山頂に匹敵する寒さになる。

風につぃては上空にジェット気流の中心があること

は前に述ベた。高峰からは毎日旗雲が九なびく季節で

ある。しかしナことえばクソブのように周囲を7~8000

mの高峰群にとりまかれたぺりジエでは冬の2力月の

間に10m/Sにもなる風がふぃたのはわずか2目で,他

の日はせいぜい1~2m/S程度のそよ風であっナこ0 こ

れは谷筋にあって,風に対しては隠されているからか

も知れないが,晴れた日には5~60oomの独立峰でも

大同小異である。これから考えると厳冬期の登山も場

所さえ選ベば想像以上に楽かもしれない。気温は力寸よ

り低いであろうが,何よりも天候が安定しているのが

好都合である。

クンブでは2月下旬から3月初旬に,この地方とし

てはかなり大量の数10飢の降水をみることが多い0 も

ちろんモンスーソの降水にくらべれば無視できる量だ

が30oom以上の高所ではこれが雪になりちょうど遠征

隊がこれぐらいの高所に到着する時期になる九め,荷

物の輸送に困ることがよくある。これだけ六量に降る

と雪はなかなか消えない。日陰や日照の短い谷間では

10数日もかなりの雪が残ってぃることがある0

こうして太陽の高度とともに気温も徐々に上ってゆ

き,本格的な春を迎える。春といっても実際ヒマラヤ

ヘ登山に行くような連中は,まだ冬の間にB.C.ヘ上

リ,氷雪の世界で暮して,就ヘ下りてきた時は,枯草の

野原だったところが一面に花が咲きれ乱ていたという

のが普通なので,この麗一東部ヒマラヤなら如oom位

の所一でどのような季節変化が行なわれるかよく知ら

ない。しかし日本とちがって,ヒマラヤなどでは秋か

ら春の季節変化がそれほど明確でない。むしろモンス

ーン期(6~9月)と乾燥期(10~5月)というふう

に2つに分けて考え,秋~春の気候変化は純粋に太陽

高度と気温の変化できまってくると考え九方がよい0

それゆえ春といっても秋と何ら変るところはないので

ここではモンスーン到着の約1力月前5月の様子を秋

との対照の意味で述ベてみる。

'ソスーソ近しを思わせる。エベレスト頂上か、
毎日出ていた旗雲もこのころにはなくなり,ジ..
も北の方ヘ俵退してぃったことを示す。そして6
はいるともう本格的なモンスーンである。

5 モンスーン

'スーンの入りは,あけにくらべると割△はき
りしていろ0 気象状態は5月末頃には明らかにモ、
ー'微候を示しており,霧や雲が出やすくしゆ、
雨も多い06月にはいると雨が降りっづき胖れる
1週問に1度程度になる。その晴天も半日位しか
づかない

一般にある程度以上の高度になると高く上るほど詮
皇は減少するのが普通であるから4~5000 付、で
雨里そのものは大したことないが,年問を通じての
水里のほ巴んどが6~9月の3ケ月問に集中するのだ
ら,自然の変化の様相は目をみはるものがあるこの、.
力さらに高い所ではどうなるかということにっい
'つりしたことはわからない。モンス_ンの背の
高さは50oom位が限度であるといわれてぃるが何し
ネパールでの雨量観測所はすべて40oom未満であろ
'らくわしいことはわからない。私がモンス_ンに
いってから2度旅行した時の経験からみると, 6月中
旬では約50oom, 7月中旬では約550omのラインカゞ
上では雨に変っているのがみられた。そして6月中旬
では520om付近の氷河に10数伽の積雪がみられたし
さらに 7月では570omの氷河上で50伽あまり(これ、
の数字はいずれも水に換算した値である)の積雪がみ
られた0 積雪層の構造から考えて,この雪は春~夏に
かけて降うたと考えられろ。これから考る巴50oomA
でモンスーン中にかなりの降水が考えられる。き、に
高所となる巴これはもう想像の域を出ないが, 70年工
ベレストの最終フタックの時(これは結局失殿したが
)サウス=ルでかなりの降雪がみられナこことや,私が
モンスーンにはいって10日程してからゴジュンバ氷可
心工ベレストをみた時,南壁にかなりの新積雪がみ
られたことなどからこれらの高所でもモンス_ン中
の降雪がかなりあるのではないかと考えられる
何よりもプレモンスーンの間にすっかり岩肌を露出
してしまった南壁が,ポストモンスーンではまた雪氷
におぉわれているのが,一番よい証拠であろうそれで
はこのように上から下まで嵐が吹き荒れるモンス_ン
期は住みにくい季節かというと決してそうではナ、、
むしろ一年中で一番うるおいのある時期のよ・に貝、
ろのである0 あらゆる花が一斉に咲き乱れるし 4~
5゜oomのカルカも牧草で青々としてぃろ。このあたり
はもう森林限界以上だから冬などは荒凉としてぃて話

4春

40oom付近では3月, 4月の平均気温は11月, 10月

のそれとほぽ一致するが, 4月の下旬になると急速に

気温が上り,氷河下部では融雪水がふえ,60oom付近

でも表面のしまり雪がザラメ状に変る。そして5月に

なるともうモソスーン期の6~9月の気温とあまり

変らない。そしてまだ雨期にははいっていなので,天

候もよく,高山では1年中でもっとも快適な時期であ

ろう。実際5月にはいると, 50oom付近の裸地では草

が青い芽をふきはじめ, 40oomまで下ってくると所凌

に花もみられる。さらに下部では石楠花が満開になっ

てくる。この石楠花のみごとさはちょっと書きあらわ

せない。全山が赤や桃色,黄色などで染まり.その奥に

白い峰がそびゅる様は,日本ではちょっとみられない

だろう。紅葉とはちがって,原色の鮮やかさというの

は,たしかにあまり日本的ではないようだ0 5日も中
旬以降になってくると毎日雲が湧いてきて降雪もひん
ぱんになってくる。明らかに大気中の水蒸気が増えて

きたことを示してぃる。毎日遠雷がきこえるようにな
17, NO. 4, 1964

にきくチベット高度高原をほうふっさせてぃた二liが
時期が違えげこんなにも変るものなのかと貝,
日本では少のように思ってぃた工ーデルワイスの群
落を, 350om位の集落の畑のそばから50oomの氷寸
末端にまでみっけることができたのもうれしかた
"ルパはこれを乾かして煙草の代りに喫うそ、で
ある0)もう1つ意外だったのは,こんな高所でもキ
ノコが非吊に豊富にあったことだ。もっとも我々が採
てくるようなのは,シェルパに云わせるとたが
い母キノコであったが。それでも彼等にP味しても、
つたのを料理してみると,形は巨大だが少しナメコに
似た風味のあるものであった。彼等が食用にするの
ほんの1種類か2種類のようである

高地の住民たちにとって,モンスーン期は一番忙し
い季節である0 畑仕事もせねぱならぬし家畜を放牧に
もっれてゆかねばならぬ,すべてが最も躍動する時如
である0 季節感も雨期という暗いイメージではなくた
とえ数時間でも毎日必ず薄日がさすような時もあり
雨そのものもこれ位の高さになるとむしろしゆ、雨の
ような感じで降る0 実際の降水時間は短い力η日中霧
ゞこれこめていることは多い。こうぃうわけだか、山
の眺望を望むのはかなり難しいが Mounιain T
e1にはそれ相応のよさあもろう。ただ山登りとみると
論外ではないかと思、う。悪天,雪崩の危険キーξ
ンの困難さなどを考えとるモンスーン中のヒマラヤ
山というのは非常に困難かっ危険であろう高所では
この程度の雨でも低い所ではすさまじい豪雨の可能性
があるからである。

6 むすび

以上のべたのが大体クンブヒマラヤの一年門のサイ
クルであるが,もちろんこれは中央部や西部では違、
ことや,同じ東部でもカンチ周辺でもかなり変てく
をことを考えてもらう必要がある。標題だけは意気ご
でんみたが,勉強不足のため,何ら参考になることが
面けなかったのは残念である。そのうち私の観測一_
夕や他の遍征隊の資料とも併せてもう少し細い点に
して発表できる機会をもちたい
参考交献

1)例えば,畠山久尚編 フジフの気候

2)中島暢太郎:ヒマラヤの気象,「気候変化の水収
支に及ばす影響」 N。.2

3)渡辺興亜他:ヒマラヤの氷河にっいて1
低温科学物理篇 V01.25,1967
4)同じょうな記述は下記にもみられる
M・ Mi11er : Glacio・Mete r010gy 。n Mt.
Ever est in 1963.

Weatherwise v01.

36
町^



Hima1且yan JOUTnal v01.27, 1966

5)企上

T. Ha宮en : Nepal

エベレスト遠征回顧

はじめに

山岳部時代における私の山登りはどんなであっ九ろ

うか。春夏秋冬いずれの季節にも厳しい対象を求める
数人のグループが私と同学年にはい九が,私は決しそ

の中に入っているとは云えなかった0 積雪期において

も誰もが求める様な剣や穂高の稜線は出来るだけ避け

ようとした。ハーケンもなけれぱハツゴも出て来ない,

それでぃて10mもあるhiddenクレバスに悩まされ,四

方八方人っ子一人見えず,ルートフブインディングに

苦労する会津や越後の春山を愛しナこ0 冬の北鎌尾根の

ルートエ作をやっている時よりは,腰までのラツセル

と闘いながらプッシュまじりの東北の岩峰に取り付い
てぃる時の方がはるかな興奮を覚え九0 釣りの技術は

全くないけれども毎年必らず1回は奥美濃の谷でのん
びり山行を楽しんだどこであれ年1回はのんびり山行

をすべしというのが私の持論であっナこ。だから私に先

鋭的なところが多少ともあっ九とすれば岩登りがかな

り好きであっと九いうことだけであっ九0 不気味な池
ノ谷や明かるく開けた屏風を登り終えるとそれは又ち

がった満足感を私に与えナこことは確かであっナこ0 こう

して4年を終えてみると積雪期の穂高や剣の稜線をト

レースした記録はっいに残らなかっナこ0 北アルプスの

中でもケッタイなところぱかりであっ九0 社会人にな

うて日数の関係からもう冬の剣や穂高の稜線を歩く機
△はないかも知れない。しかし私はそれでもいいと思
つた大学時代における数凌の山登りは私に何を与え,
私をどう変化させたのか判然とはしない0 それでも私
は相変らず山ヘ行うた。会社ヘ入ってからも11月後半
の右俣奥壁ザッテルの付近で富山の灯を見ながらビヴ
ブークしナこりもしナこ。それは他のどんなことをしても
味わえない快感と満足を私に与たO AACK諸氏の過去
の壮大な経験を思、うと私のそれまでの山登りはほんの

and6) F. M田leT: Eight Months of Glacier
Soil Reseatch in the Everest Region,

Mountain 工刃OTld 58/59

駆け出しのマネ事にしかすぎないだろう0 しかし京大

山岳部の4年間はどうやら私に,もう変えることが出来
ない人生の方向付けを与えナこように思っ九0 そうして

大学を出てから私はそれまでの山登りとこれからの私
の山登りを考え統けナこ。一社会人の限られた余暇を利

用して果せるまずまずの山登りは質的には別として時

間的量的な意味での bigclimbin容は精凌年1回であ
うナこ。そうした意味で私は何とカヰ士会人としての一般
的な枠を越えナこCHmbing をする機会を狙っナこ0 そし
て私はそれを来るぺき真の bigeventの布石とするっ

もりであった。1969年春からにわかに日本山岳会の工
ベレスト遠征が新開紙上をにぎわす様になっ九0 関心

があるようなないような,どちらともっかない目で私
はそれから数ケ月,エベレストの関係記事をナこだ単純

に見送っ九。そしてそメオよ私に決定的な影響と変化を

与えたのは東京の水瀬氏(1年先輩)から「お前行け

」という電話であっナこ。それは6月半ぱのある夜のこ
とであり,日本山岳会内に正式に「エベVスト登山準
備委員会」が発足する直前であっナこ0「エベレスト」'"
,.8,848m世界最高峰英国,スィス,中国,米国,インド
の各隊によりすでに20人以上の登頂老を許し九山0 そ

して過去数十年の問に実に20を越える expedition を
北から南から受け入れ,ほとんど全ゆる意味で知⑦尽
された山'しかし一方では8,848mという山は依然世界
最高峰であり,その高度から来る登擧の困難性は装備
の改良を除けば過去と何ら変るわけではない0 ま九8,
Ooomを越える山に ChaⅡenge 出来る機会はそうざら
にあるものではない。はたまた b地 eventの準備運動
どすれぱ何ら不足はない。そして何よりも私のそれま
での経験から云うとゼイ沢を云える筋合いで決してな
いのだ。もうすでに遅きに失するかも知れないがその

神 山 義

時私は工ベレス

明

準備委員として

トをやってみょうと決心した
他を整理し,新しい織物の試織品を作る

10月中 試作叩の作成ならびにその品質検討。着用
試験。

Ⅱ月初旬より品目毎に最終決定発注に入る

高所用衣料を整理し,今回の装備にその集犬成を実現"一理し,今回の装備にその集犬成を実現

う高所で考えられる最も厳しい条件を想定し新し
い織物を設計した0 そして一方では唯もが考・つく様
,ことえlgでも軽くする様に,また登山とい、運
動で要求される機能性から,製晶の CU杜i。g およぴ
Pa杜eTn making に工夫をこらした。

まナこ今回の隊が隊員,シェノレパ,ハイポ_タ_を含
めろと百数十名となり,人数的には史上最大の隊であ
ることから,隊員,シェノレパ,ボーターの衣料装備の
色分けを考え,その色分けには勿めての試みとして色
彩心理学からの知見を全ゆるものにとり入れた空
'maayan blue そして氷河の白,所凌の岩とい、,
いわぱ単調な周囲の色の中にあって最も目立ちゃす
且っ隊員等の心理に好影響を与える配色を系統付け
こ゜こうした結果,一般的には目に良いとわれてぃ
ノーン系がこうした世界ではイライラを招くととで
除され,目立ちゃすく,又心理的に好影婆を与、る
としうことでヤッケ,セーターにはオレンジ(マ、
フ/14,日本では古来黄丹色といれる)がとり入れ
らこ0 シュラフには籾めてピーチ色(戸_ズ系で
ンセル5Rフ/8)が使用され,極めて好評であた,これ
らの色彩計画には奈良女子大学山崎教授のど協力をイ

の面と'て,その機能性

毛(48/2)の"番の羊

統的学{極めて系

ることである口も掲載され

の検討も進んだ。本隊装備類の船の検討も進んた0 本隊装備類の船積みは12月2。日肩'こ0本隊装備類の船積みは12月20日頃で

飼にあわない0 しかしそのころより我々の hd
は次鋪に遅れざるを得ない様になった
大体用意すべき数が次々と変った。隊員が何名、
エルパが何名なの力、り=ゾンはどぅ扱うのかサ_
ダーはどぅ力、又その頃第2次隊から装備にっい

週門位、且゜隊員決定後2

'^^ 鶚

の第2次偵察隊.'席上'秋
井上論郎君が入った。宮下秀樹氏(慶六)

女田氏と私は,当時装備関係の bead をしてぃた・,当時装備関係の bead をしてぃた川上氏(竹をしていた川上氏(防衞大)を加え, 8月上旬から本格矧大)を加え, 8月上旬から本格的活動に入

',ほとんど全てがナイロン利用である力ゞ

込み、、π ionを引っ張り
それはあらまし次の通りであた
8月中 従来のヒマラヤ用衣料装備の分析, 検討(問

題点の摘出と品質 Check)
9月中 その結果に基づき,織物に必要な物性その

"で誰もが
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